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　なわとび大会の
　　　様子から

　
　２月１３日に、形上小学校では４～６年生を対象に環
境科学者の井手迫義和さんを講師に招いて「大村湾環
境出前講座」を開催しました。授業の様子は、長崎新聞
にも掲載されました。この学習をするまで本校の子ども
たちは身近にある大村湾は美しい海だと思っていたよう
す。しかし、現実は大村湾にも多くの海ごみの問題があ
ることを知りました。この問題とは以下のことです。

 　○海に沈んだごみは光が届かないため、分解されず
　　数千年から数万年残ること。
 　○海ごみの８割は海で捨てられたものでなく、街から
　　出たごみであること。

　上記のことを知って、６年生の山下さんは授業の中で
「自分たちにできること（ゴミ拾い）を今後は実践していき
たい」と述べていました。子どもたちと一緒に「ふるさと形
上」をみんなでより美しい町にしていきたいものです。今
回の学習から子どもたちは環境に対する意識が高まっ
ています。今後も「ふるさとを大切に思う気持ち」を様々
な面から家庭地域とともに育てていきたいものです。

【子ども県展版画の部で「優良校」を受賞】

【令和６年能登半島地震の義援金への御協力】
　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました。

○1月に実施した上記の義援金
については、皆様に御協力いた
だきありがとうございました。児
童・職員の募金総額４０、１０９
円は日本赤十字の職員の方に
来校いただきお渡ししました。

家庭の日

火

　　＜創立１５０周年記念行事の実行委員会より＞

　昨年の８月より創立１５０周年記念行事開催に向けた実行
委員会を学校・育友会・地域の方々と進めています。実行委
員長に育友会副会長の坂中貴敬さんに務めていただき、現
在２月から１１月までのスケジュール・活動内容・予算・寄付
依頼など様々なことを決めているところです。内容がある程
度まとまりましたら、後日皆様にもお知らせします。

○令和５年度の子ども県展版
画の部で形上小学校は、版画
の部で「優良校」を受賞しまし
た。この賞は県内の小学校約
300校の中で１２校だけが受賞
しています。また、６年生の瀧
口茉乃さんは、版画の部で県
教育委員会賞を受賞しまし
た。形上小学校の子どもたち
のもつ可能性のすばらしさを
改めて実感しました。６７名の
形上っ子のみなさん、おめでと
うございます。

 優良校　版画の部

金

修了式・離任式22

　 　

金

7 木

15 金

【がんばろう！　あはは運動】
　あ　・・・　あいさつ、返事元気よく
　は　・・・　早寝、早起き、朝ごはん
　は　・・・　履物そろえいい気持ち

☆　海ごみは数万年残る　☆

春分の日

第７１回卒業証書授与式

大掃除・卒業式会場設営

17 日

日 曜

委員会活動（３・４・５・６年）

月18

20

　　　　（募金を渡す運営委員会の子どもたち）

☆☆ 形 上 っ 子 ☆☆ 令和５年度

防犯ブザー点検・地区児童会

　　　 　☆☆　３月の行事予定　☆☆

　◎　考える子
　◎　たくましい子
　◎　がんばる子
　◎　みがき合いやさしい子

令和6年2月21日
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　　　　行　　　　　　　　　　　　　事

　　☆✫「好きなことをみつけよう」✫☆

 

〇１月は「いく」、２月は「にげる」、３月は「さる」と言われますが早いもので３学期も残すところ
約１か月余りとなりました。３学期は、「まとめ」と「準備」の学期として「学習および生活」の振り
返りも進めています。今年度は、「自分から学ぶ態度や行動」ができる子どもの育成に努めて
きました。そのために、子どもたちに伝えてきたのは、自分が「好きなこと」を見つけてみようと
いうことでした。学校では、授業や行事において体験活動をとおして人とのふれあいを大切に
してきました。このことからコミュニケーション力を培い様々なことにチャレンジする態度が少し
ずつ身に着いてきました。これは、委員会活動や集会等での子どもたちの態度、行動にも見て
取れます。人との関わりや体験活動から「自分の好きなこと」を見つけ、「もっと知りたい」「もっ
とうまくなりたい」という好奇心的なものが本人の努力する力につながると私は考えています。
この力がついてきた子は、自然と苦手なことにも力を注ごうとします。このことは、今まで関わっ
てきた子どもたちから学んできたことです。形上小学校は小規模校ですが、６７名それぞれ多
彩な力をもった子どもたちです。この良さを今後も認め励ましながら子どもたちが「やればでき
る」という自己肯定感を育てていきたいと思います。


